
様式第４号（第５条関係） 

環 境 報 告 書 

令和６ 年 ７ 月報告 
ふ り が な  かぶしきがいしゃ あいねっと 認定 

ランク 
２つ星（☆☆） 

事業所名 株式会社 アイネット 

概  要 

所 在 地 長野県松本市征矢野 1-5-46 

代 表 者 名 代表取締役 赤津 誠内 

事業規模 

（主な事業内容 

・従業員数） 

1. 電気工事業 

2. 電気通信工事業 

3. 太陽光発電事業 

4. ソフトウェア開発 

従業員数：91 名（令和 6 年 7 月現在） 

担 当 者 所属 管理部 氏名 島村 紀道 

連 絡 先 電話 0263-28-4000 FAX 0263-28-4001 

 

○ 環境に配慮した取組みの内容 

環境に対する理念・方針 

「夢」と「可能性」を合言葉に未来へ向かって地球環境を守るため、一人ひ

とりが問題意識を高く持ち、地道な活動から取り組もう 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境に関する取組目標 

・電気・水道・ガス使用量の削減 

・環境に関する地域への貢献 

・全社員が環境意識を持つよう、周知徹底 

 

 

 

 

 



具体的な取組内容 

●エアコンの温度設定 冷房２８度、暖房１８度 

 各部所、温度設定の徹底 

●LED 照明の導入 

 社内蛍光灯を全て LED へ変更 

●省エネルギーの推進 

 お昼休みの電気の消灯 

 トイレの電気・換気扇の自動設備 

●太陽光発電システム 

 太陽光発電システムの運用（４箇所） 

●エコドライブ 

 シールやポスター掲示による啓発 

●次世代自動車の導入 

 導入率１２％（令和６年 7 月現在） 

●エコな運搬・輸送 

 会社周辺は自転車・徒歩で移動 

●ゴミ減量の推進 

 社内便は古封筒を使用 

 買い物袋持参の啓発 

 「残さず食べよう！30・10 運動」推進事業所 

●リサイクルの推進 

 ごみの分別 

 使用済み作業服を資源として活用する「BRING」を導入 

●グリーン製品の使用 

 グリーン製品の優先的な購入 

●農林業の推進 

 農林業活動への支援 

●廃棄物の適正処理 

 マニュフェストによる管理 

 従業員へ廃棄物処理方法を周知 

●自然環境の保護・保全 

 里山整備等への支援 

 自然と触れ合うイベントの支援 

●景観・文化の保全 

 文化資産を活用する活動への支援 

●緑化の美化と推進 

 花壇、植樹活動 

 事業所周辺の清掃 

 河川清掃 

 雨水浸透施設の設置 



実施結果（成果） 

 

●使用量 

水道 前年比 10％削減 

電気 前年比 2％削減 

 

●使用済み作業服を資源として活用する「BRING」を導入 

合計 88.5kg の作業服を再資源化につなげる 

今後１年に１回のペースで継続予定 

 

課題・問題点と 

その改善に向けた取組み 

 

●使用量 

ガス 前年比 5％増加 

昨年は残暑が長く、エアコン使用期間が増加した分、夏場の使用量が前年と

比べ増加が目立ち、結果として年間の使用量の削減に結び付けることが難し

かった。比較的気温が低い午前中などはエアコン使用を控えたりするよう、

従業員の健康を第一に考慮しつつ、できる限りの削減に努めたい。 

 

●グリーン製品購入率 

前回集計（2022 年 6 月～2023 年 5 月）：42％ 

今回集計（2023 年 6 月～2024 年 5 月）：36％ 

 

グリーン製品の購入率が下がっていることを受け、改めて消耗品発注者へグ

リーン製品購入を呼びかけ、次回更新時は購入率を上げることができるよう

注視していく。 

 

 

その他、 

アピールポイント等 

 

●長野県 SDGｓ推進企業 (第８期) (R6.4.30 更新) 

●残さず食べよう３０・１０運動 

●「しおじり・あさひ環境大賞」 

弊社が朝日村にある塩尻市最終処分場跡地に太陽光発電所を開設したことを

きっかけに、地球環境・地域環境の保護のために活動する団体の支援を行う

ため、太陽光発電所の収入の一部を用いてその活動の顕彰と活動支援金の提

供を行っております。今年で９回目となりました。 

世界的な目標として「ＳＤＧｓ」の達成が求められる中、弊社は今後も引き

続き、この「しおじり・あさひ環境大賞」を通じて地球環境や地域環境に関

する活動を支援するとともに、太陽光発電事業を通じて、低炭素社会の実現

に貢献できるよう努めます。 

 


